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はじめに 
 
学校での授業は原則的に教科書に沿って行われるものであり、教科書に記載されている海に関す

る内容は、教員が海洋教育を実践するうえで大切な内容です。そこで、教科書に記載されている内

容の中で「海」に関連するものを抽出し、「どのように海に関連するのか」、「どのように海に関連し

て内容を膨らませることができるか」を注釈した資料が、海洋教育の指導資料として有効だと期待

できます。教科書にすでに記載されている内容なので教員にとって実施のハードルは低く、海から

離れた地域でも海洋教育が実践できるという意識を持つことにも繋がります。 
本指導資料では、抽出した内容が海洋教育の４つの観点のどれに該当するのか示しました。 
 

 

【海洋教育の 4つの観点】 

海に親しむ：様々な体験活動を通して、海を体験し、海に親しみ、海に進んで関わろうとする態度

を養います。 

海を知る：海の自然や資源、人との深い関わりに関心を持ち、進んで調べようとする態度を育成し

ます。 

海を守る：海の環境保全に主体的に関わろうとする態度を養います。 

海を利用する：水産物や資源、輸送、海を通した人々との結びつきなどを理解し、持続的な利用の

大切さを理解します。 

 

 

【抽出した教科書】 

 

中学校・社会科 帝国書院 中学生の地理 ・・・・・・・・・・2 
 教育出版 公民 ・・・・・・・・・・12 
中学校・国語科 光村図書 国語 １ ・・・・・・・・・・16 
 光村図書 国語 ２ ・・・・・・・・・・18 
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帝国書院・中学校地理の教科書における「海」 

帝国書院 中学生の地理 

2 ページ 

 

「大自然の営みの力強さ」が感じられるものと

して「青い海」が挙げられています。例えば、

「海から感じられるもの」を考える活動を通し

て、海の特徴を捉え、海に対する関心を向上さ

せることができます。 

 
3 ページ 

 

日本は海に囲まれた島国です。大洋における船

舶を用いた人や物の輸送、海を通した人々との

結びつきの理解につなげることができます。海

の自然や資源への関心も向上させることができ

ます。 

 
6 ページ 

 

海と大洋をデザインしたキリバスの国旗が取り

上げられています。キリバスは太平洋上に位置

する島国で、世界第 3 位に相当する排他的経済

水域を有しています。 
「キリバスはどこに位置している国でしょう

か？」と発問し、位置を調べさせることで、日

本と同じ島国であることを気づかせ、海を通し

た世界の人々との結びつきについて理解させる

ことができます。 

海に親しむ 

海に親しむ 海を知る 

海を知る 
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7 ページ 

 

島国の一つであるトンガが写真で紹介されてい

ます。日本も周りを海で囲まれた島国です。日

本以外の島国を調べる活動を通して、海を通し

た世界の人々との結びつきを理解することにつ

なげることができます。 
 

 
19 ページ 

 

暑い地域の島での生活の一例として、日本と同

じ島国であるツバルの家や料理が取り上げられ

ています。例えば、島国のくらしの特徴を調べ

ることで、海に関わりのある地域生活への関心

向上につなげることができます。 

 
28 ページ 

 

国土の開発にかかわる技術として、海水の淡水

化技術が紹介されています。乾燥した地域にお

ける海の利用法は他にどのようなものがあるの

か考える活動につなげることができます。 
この内容は 56 ページの内容につながります。 

 
 

海を知る 海を利用する 

海に親しむ 海を知る 

海を知る 
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45 ページ 

 

アジアの地域において、夏と冬で吹く風の向きが

変る季節風について紹介しています。 
沿岸部では、海からの湿った風により雨がもたら

される（雨季）けれども、海からの風の影響が及

ばない地域は、乾燥した気候です。これらのこと

から、海が人に与える影響を考え海に対する関心

を向上させることにつなげられます。 

 
47 ページ 

 

中国の人口の大部分が沿海部に集中していること

を紹介しています。原材料や製品の輸出入に便利

なことから、中国は沿海部を中心に経済発展が進

んでいます。船舶を用いた人や物の輸送、海を通

した世界の人々との結びつきの理解を深めること

ができます。 
 

 
56 ページ 

 

海水の淡水化技術について紹介しています。 
シンガポールのような国土が狭い島国では、降っ

た雨がすぐに海に流れ出てしまうので、水不足が

深刻な問題となっています。 
28 ページの内容と関連させて淡水を獲得するこ

とに関連した「海の利用」について考えることが

できます。 

 

海を利用する 

海を利用する 

海を知る 
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103 ページ 

 

オセアニアには、温暖化の影響で海水面が上昇す

ると、水没するおそれのある島国があります（ツ

バルやキリバス）。またこれらの島国の中にはサ

ンゴ礁を観光資源として活用している国もあり

ます。これらのことを海の保全やさらには地球環

境保全の重要性について考える活動につなげる

ことができます。 
 

 

 
120 ページ 

 

「世界の中での日本の位置」を学習します。 
「太平洋をはさんで同じくらいの緯度にある・・・」

の記述から、世界の人々との海を通した結びつき

に気付かせることができます 

 
124 ページ 

 

「日本の範囲」の中で、領域、領土、領海、領空

について学びます。海洋資源の探査・開発等の権

利を認められた排他的経済水域について紹介さ

れています。周りを海に囲まれた日本における海

洋資源の利用について考えさせることができま

す。125 ページ以降に学ぶ排他的経済水域の学習

につながります。水産物や資源の供給源としての

「海」という視点を持たせることができます。 

 
  

海を守る 海を利用する 

海を利用する 

海を知る 海を利用する 
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125 ページ 

 

排他的経済水域について学習します。 
日本は四方を海に囲まれており、国土面積は

世界 61 位であるのに、排他的経済水域は、世

界 6 位です。 

資源のとぼしい日本にとって、広大な排他的経

済水域は海洋資源を利用する上で重要な意味を

持ちます。 

 
133 ページ 

 

川は海につながっています。河口部には特徴的

な地形（三角州）が形成され、波の浸食も受け

ます。河口の地形を考えることを通して、海に

対する関心を高めることもできます。 

 
134 ページ 

 

島国である日本には、様々な海岸があります。小

さな岬と湾が繰り返す、のこぎりの歯のようなリ

アス式海岸や、サンゴ礁に囲まれた海岸など様々

です。サンゴ礁に囲まれた海岸は貴重な観光資源

として利用されています。他にも海の利用法にど

のようなものがあるか考える活動につなげるこ

とができます。 

 
  

海を知る 

海を守る 

海を利用する 

海を利用する 

海を知る 

海を守る 

海を利用する 
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135 ページ 

 

日本列島を取り巻く海流や、大陸棚について解説

しています。暖流である黒潮と寒流である親潮が

ぶつかる潮境は豊かな漁場で、そこでの漁業も写

真で紹介されています。漁業を始めとした海の利

用について考え、永続的に利用するために必要な

海の保全についても考えることができます。また、

潮境が豊かな漁場となる理由を科学的な態度で調

べる活動につなげることもできます。 

 
139 ページ 

 

海の上を渡ってきた季節風（海から蒸発した水分

を多く含む）が日本列島の山地にぶつかり、ぶつ

かった側に雨や雪を降らせます。海が気候に大き

な影響を与えていることを学び、海に対する関心

を高めることにつなげることができます。45 ペー

ジの内容とも関連させることができます。 

 
140 ページ 

 

東日本大震災で発生した津波を例に出しながら、

日本は世界の中でも自然災害の多い国であること

を紹介しています。海は、人が利用できるけれど

も、ときには人に大きな被害をもたらすこともあ

ることを学び、海の自然と人との深い関わりに関

心を持たせることにつなげることができます。 

 
  

海を知る 

海を守る 

海を利用する 

海に親しむ 海を知る 

海を知る 
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148 ページ 

 

日本の電力を支える主要な発電方法のひとつとし

て、火力発電を紹介しています。原油や天然ガス、

石炭などの燃料は専用の船で運ばれます。原子力

発電では冷却水として海水を使います。海は、発

電にも利用されていることを学び、海と人の関わ

りについて考えることができます。 

 
148 ページ 

 

新しいエネルギーとして、太陽光や風力、バイオ

マスが紹介されています。あわせて波の力を利用

した波力発電を紹介し、発電に海を利用すること

について考える活動につなげることができます。 

 
155 ページ 

 

日本では、以前は遠洋漁業も盛んに行なわれてい

ましたが、多くの国が排他的経済水域を設けて、

漁業活動を制限するようになったため、漁獲量が

減っています。こうしたなかで、現在では養殖や

栽培漁業が各地で行われるようになりました。こ

れらのことから、海の利用について理解を深める

ことができます。 

 
  

海を利用する 

海を利用する 

海を利用する 
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156 ページ 

 

日本では、原油や鉄鉱石など船舶を用いて輸入す

る資源を利用した石油化学工業や金属工業の大工

場が臨海部に立地し、太平洋ベルトとよばれる帯

状の工業地帯が形成されました。海の利用と産業

の発展の関係を考えることができます。 

 
160 ページ 

 

周囲を海で囲まれた日本は、世界有数の海運国で

す。原油や石炭などの燃料や、大型の機械類を輸

出するときはタンカーやコンテナ船などの海上輸

送が利用されます。一方で、軽くて高価なものや

鮮度が大切なものは航空輸送が有利です。 
例えば、海上輸送と航空輸送のメリット、デメリ

ットを調べて比較する活動を通して、日本に不可

欠な海上輸送・海の利用について理解を深めるこ

とができます。 

 
174 ページ 

 

沖縄の自然環境と暮らしや産業について説明して

います。沖縄は古くから中国や東南アジアと海を

通して交流し、海を利用してきました。沖縄の独

特な文化や生活には海を通した交流が非常に大き

な影響を与えました。古くから、海を通した世界

の人々との結びつきがあったことを理解すること

ができます。 

 
  

海を利用する 

海に親しむ 

海を利用する 
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175 ページ 

 

沖縄ではサンゴ礁など海を観光資源とした観光業

が盛んです。しかし近年では、開発によって海が

汚染されるなどの環境問題が生じています。これ

らのことから、海の利用と海の保全について考え

ることができます。 

 
184 ページ 

 

古くから瀬戸内海沿岸では海上交通が発達してき

ました。1960-70 年代には大型船舶による輸出入の

しやすさをいかして瀬戸内工業地域が形成されま

した。156 ページとあわせて、海の利用と産業の発

展について考えることができます。 

 
200 ページ 

 

豊かな森林と海とのつながりについて扱っていま

す。海だけに注目するのではなく、山と海、川と海

の関係についても考えながら、豊かな森林が海の生

物を育み、海の保全につながることを学ぶことがで

きます。 
244 ページ「森は海の恋人」運動にも関連します。 

 
  

海を守る 海を利用する 

海を利用する 

海を守る 海を利用する 
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228 ページ 

 

京浜工業地帯は、東京都、神奈川県、埼玉県、千

葉県にわたる日本有数の工業地帯です。明治時代

から臨海部の埋立地に工場ができ始めました。 
海を埋め立てて利用することと、海の環境保全の

両方について考える活動につなげることができ

ます。 

 
244 ページ 

 

気仙沼湾では牡蠣の養殖が盛んでしたが、開発に

よって、山の森林が切り払われてしまうと、土の

養分を含んだ水が海へと流れなくなり、牡蠣が大

きく育たなくなってしまいました。そこで、年に

1 度、川の上流の山に植林をおこない、森を復活

させる活動を行っています。海と森や山との関係

についてよく考え、海の環境保全に対する関心の

向上を図ることができます。 

 
254 ページ 

 

北海道の周辺の海は豊かな漁場となっていて、漁

獲量は全国 1 位です。現在は、養殖や、栽培漁業

なども盛んに行なわれています。 
排他的経済水域の設定が、ロシアやアラスカの

沿岸の海で行われていた北洋漁業に与えた影響

と養殖、栽培漁業が盛んになった経緯を考え、「海

の利用」（漁業）の変遷について関心を向上する

ことができます。 

 

海を利用する 

海を守る 海を利用する 

海を守る 海を利用する 
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教育出版・中学校公民の教科書における「海」 

教育出版 公民 

10 ページ 

 

海洋研究開発機構横浜研究所にある「地球シミュ

レーター」が紹介されています。情報技術の発達

の例として取り上げられています。海洋研究開発

機構は、「海を知る」ことにつながる海洋に関する

基盤的研究・開発及び学術研究を行なっています。

有人潜水調査船「しんかい 6500」や地球深部調査

船「ちきゅう」を所有しています。 

 
18 ページ 

 

「暮らしの中の文化」のなかで、季節に応じた自

然との深い関わりをもつ独特の生活文化として

「海開き」が取り上げられています。古くから日

本では人間が海の自然に親しみ、海に関わってき

たことを説明できます。 

 
25 ページ 

 

ルール作りの大切さを考えさせる記述の中で、「海

の中道海浜公園」の写真が取り上げられています。

この海浜公園では海を始めとした自然と人との深

いかかわりを学ぶことができます。海に関連した

公園・施設を設置する目的を考える活動は、海と

人の深い関わりや海の利用、海の保全について考

える活動に繋がります。 

 

海に親しむ 海を利用する 

海を守る 

海に親しむ 

海に親しむ 
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115 ページ 

 

住民が一体となって地域づくりをする必要性が述

べられています。日本は周りを海に囲まれた島国

で、総人口の 5 割が沿岸地域に住んでいます。観

光や漁業を始めとした海の利用や海の環境保全に

関連した地域づくりについて考えることができま

す。 

 
143 ページ 

 

企業の社会的責任（CSR）が紹介されています。

「海」に関わる企業における CSR 活動（例えば、

「海を知ること」、「海を守る」、「海の利用」等の

理解につながるもの）について考えさせることが

できます。 

 
144 ページ 

 

企業に取り組んでほしい地球環境問題の解決につ

ながる CSR 活動を考える活動の中で、海の保全や

海の利用について考えることができます。 
 

 
 

海に親しむ 海を利用する 

海を守る 

海に親しむ 海を利用する 

海を守る 

海に親しむ 海を利用する 
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168 ページ 

 

これからの日本経済の課題として、「環境問題への

取り組み」が取り上げられています。海に関連す

るものとして、過去、工業用地の埋め立てが自然

海岸の消失や、漁業被害をもたらしたことが記さ

れています。今後の海の環境保全について考えさ

せることができます。 

 
182 ページ 

 

様々な地球環境問題が取り上げられています。「海

洋汚染」や「水没する島国」など、海に関するも

のが記載されています。これらを基に、今後の海

の保全や海の利用について考えることができま

す。 

 
183 ページ 

 

ツバルにおける海水面上昇による被害の写真が

取り上げられています。海面の上昇による沿岸部

の塩害もあわせて、海の環境保全を始めとした地

球環境の保全について考えさせることができま

す。 

 
 
 
  

海を守る 

海に親しむ 海を利用する 

海を守る 

海を守る 
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193 ページ 

 

地球上に存在する水のほとんどは海水です。私

たちが利用できる淡水はごくわずかで、利用で

きる水の大切さについて考えます。その一方で、

海水から塩分を取り除いて淡水化する施設など

を例にして、海を利用することについても発展

的に考えることができます。 

 
194 ページ 

 

日本は四方を海に囲まれており、国土面積は

世界 61位であるのに、排他的経済水域は、世界

6位です。 

資源のとぼしい日本にとって、広大な排他的経

済水域は海洋資源を利用する上で重要な意味を

持ちます。 

 

 
195 ページ 

 

海洋資源の探査・開発等の権利を認められた排

他的経済水域について紹介されています。周り

を海に囲まれた日本における海洋資源の利用に

ついて考えさせることができます。 

海を知る 海を利用する 

海を利用する 海を知る 

海に親しむ 海を利用する 
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光村図書・中学校国語の教科書における「海」 

光村図書 国語１ 

82 ページ 

 

「江戸からのメッセージ」という読み物の中で、

かつて江戸っ子たちは、物を燃やして残った灰を

様々な場面で再利用しており、そのうちの 1 つの

方法として、わかめなどの海産物を灰にまぶして

干す「灰干し」を紹介しています。魚の干物や、

海苔など水産物を古くから利用していることや

人と海のつながりの一例です。 

 
88 ページ 

 

「季節のしおり 夏」の中で、海を題材にした詩

を取り上げています。海を題材にした詩の創作活

動を通して、海に対する豊かな感受性や海に対す

る関心等を培うことができます。 

 
160 ページ 

 

オホーツク海における流氷を題材にした文章が取

り上げられています。文章中で、大気と海洋の循

環がいかに重要であるか、またその循環の原動力

として流氷が果たす役割について述べています。 
海の自然や資源、人との深い関わりについて関心

を持たせることに繋がります。 

 

海に親しむ 海を利用する 

海に親しむ 

海に親しむ 海を利用する 
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264 ページ 

 

「あの坂をのぼれば」という小説が取り扱われて

います。文章中に何度も「－あの坂をのぼれば、

海が見える」という表現があります。 
主人公にとって「海」とはどういう存在だったの

か考えながら、人と海の関わりや海に対する関心

等について考えさせる活動につなげることができ

ます。 

 
裏扉 

 

「色の言葉」の中で、海松色（みるいろ）が紹介

されています。海松（みる）は浅い海の岩に付く

緑藻のことで、その色は茶色みを帯びた深い緑色

です。例えば、「海に関係した言葉が含まれる色」

を調べる活動等を通して、海の自然に対する関心

の向上につなげることができます。 

 
  

海に親しむ 

海に親しむ 
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光村図書 国語２ 

40 ページ 

 

「やさしい日本語」という説明的文章では、「日

本で災害が起きたときに、日本語に不慣れな外国

人にどのように情報を提供すべきか」について述

べています。その中で、「津波」も 1 つの災害の

例として取り上げられています。 
例えば、発展的内容として、津波以外の「海に関

連する災害」を調べることで、「海を知る」こと

につなげることができます。 

 
58 ページ 

 

「新しい短歌のために」のなかで、「海」という

単語を含む短歌が紹介されています。まだ海を見

たことがない少女に、海の広さや大きさを伝えよ

うとする少年の熱意を表しています。例えば、「海

を一度も見たことがない人に、海の広さ、大きさ、

青さをどのように伝えればよいか」考える活動を

通して、海に対する豊かな感受性や関心等を培う

ことができます。 

 
60 ページ 

 

海の語を含む、若山牧水の短歌を取り扱っていま

す。空の青さと海の蒼さを持ち出すことで、白鳥

の白さを際立たせています。 
例えば、海の特徴を伝える短歌を創作すること

で、海に対する豊かな感受性や関心の向上につな

がります。 

 

海に親しむ 

海に親しむ 

海に親しむ 
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91 ページ 

 

読書案内で「老人と海」が紹介されています。漁

師と魚の格闘は、人による「海の利用」の一例で

す。 

 
100 ページ 

 

「盆土産」という小説の中で、「うみで採れるえ

びは、沼で採れるえびよりももっと大きい」とい

う内容の記述があります。 
海の豊かな自然（生物多様性）を読み取りながら、

人が海を利用していることが良くわかります。 

 
187 ページ 

 

「走れメロス」の文章中に氾濫した水源地のすさ

まじさを表す比喩として「海のように」という表

現が出てきます。例えば、「海」を用いて物やで

き事を表現する活動を通して、海の特徴を考える

ことができ、それは海への関心等を培うことに繋

がります。 

 
 
 
 

海を知る 

海に親しむ 

海に親しむ 

海を利用する 
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264 ページ 

 

「郷土ゆかりの作家・作品」のなかで、「海」を

含む作品として、石川啄木、宮沢賢治、川端康成、

坂口安吾、高見順、柿本人麻呂、与謝野晶子、壺

井栄の作品が紹介されています。これらの作品を

読む活動を通して、先人がどのように海と出会

い、海と関わってきたのか、考えることができま

す。更に、海を題材にした俳句や短歌、小説など

を創作することで、海に対する関心等を向上させ

ることができます。 

 

 

海に親しむ 


